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「茶」をキーワードとした
アウトバウンド戦略を立てる

静岡県立大学正面の銀杏並木 茶学総合研究センター 中村順行
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世界的にも手摘みから機械摘みに変化
し、生産増強が図られようとしている

世界における茶の生産量の推移

世界における茶の生産

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

カテキン論文数の推移(google scholar)
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最近の日本茶業は

国内消費量と生産者価格の推移 県内の茶栽培面積・農家数・生
産量の推移

変化への対
応が必要

茶類の消費量の推移は

１．茶類の消費量には大きな変化がない
２．せん茶が激減し、ティバッグ、粉末茶、RTD原料の増加

緑茶と茶系飲料の購入金額の推移
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伸びている茶種は？

かぶせ茶の生産量の推移

番茶の生産量の推移
輸出茶の推移

抹茶の生産量の推移(桑原推定)

ティーバッグ販売量の推
移

急須いらず
の簡便化

簡便化、食
品素材、機
能性など

日本茶の
認知

時代の要求に応じて生産量が増大

RTD
素材

①茶の消費構造の変化
⇒さまざまな茶の提案・消費拡大が必要

②茶価の低迷
⇒需給の歪みの解消、市場形成能の確立

③生産量の減少
⇒優良農地の確保、担い手の養成

④やぶきた一辺倒
⇒改植事業の利用、多彩な茶種の形成

⑤国内人口の減少
⇒海外輸出の推進

⑥輸出(インバウンド含)の増大
⇒輸出対応型茶の生産方式の確立

静岡県茶業の現状と課題
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日本茶の海外輸出は堅調

米国での販売例

日本茶は、文化性・機能性面から

世界の憧れ的な嗜好品

輸出ターゲット国は？ 急増する
ハラール対応は⁉

農水H.Pより
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海外ではどのようなお茶が飲まれているのか アウトバウンドに対応したマーケティング戦略の構築

目的： 緑茶は機能性面から世界的な関心事となっている。なかでも、日本茶は歴史文化

性も高いのみならず、唯一の製法で加工されることから高付加価値型商品ともなってい

る。そこで、競争力をより一層高めるため、差別化を強化し、輸出国に適合した商品づ

くりとそのマーケティング戦略を構築する。

ねらい：

①研究対象：抗ストレス性商品

②対象市場：高所得者市場、ハラール市場

③商品グレード：機能性強化型商品

・他国産との内容成分による差別化
・成分増強法の現場への波及
・成分による日本産品質のデフォルト化

今回の研究対象

食品素材場面飲用場面

高品質粉末
茶利用食品

簡便飲用茶

粉末飲用茶 香味と機能性を
活かした飲食物

緑色を活かした飲食物

高品質飲
用粉末 茶

海外茶市場の構造モデルの提示

粉末茶リーフ茶

④戦略の波及：マニュアルの作成

⑤達成目標：日本茶輸出倍増化

高級抹茶

輸出国のニーズは？
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香味 安全性 機能性 簡便性 文化性

米国

台湾

輸出対象国により異なる!?
・リーフ茶を飲む国
・ティバッグが主体の国
・有機栽培茶が好まれる環境
・機能性に対する評価の高低

日本茶に対する評価は？ 日本茶に期待する点は？

日本茶が好まれる理由は？
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世界の茶のなかでの
日本茶の特質は!!

・浸出液が緑色であること

・蒸熱処理のため、浸出液

中に成分が溶出しやす

いこと

・旨味のアミノ酸含量が高

く、カテキン類の濃度が

低いこと

・香りに若葉の新鮮香が

あること

・針状のお茶であること

・ビタミンCを多く含むこと

・歴史、文化性が高いこと

日本茶の特質は
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主として文化性

主として大衆性

主として
食材への応用

価格性

主として簡便性

文化性

他国産との
競争

高品質性

機能性の付与が望まれる

近年注目の抹茶・粉末茶の位置づけ

図３ テアニンによる抗ストレス効果

ヒト試験による低カフェイン茶の
抗ストレス効果

テアニンにはストレス解消、消寿命の延伸効果も

図５ カテキン、カフェイン、テアニ
ンの抗ストレス効果の相互作用

テアニンによる質の高い睡眠の確保

図 低カフェイン茶の水出しによる成分浸出


